
        硝 子 上 に附 着 ぜ る銀 鏡 の

        加熱 に因 る状態攣化 に就 て

        澤 井 郁 太 郎 森 澤 乙 吉

  (lkutaro Sawai u. Osokichi Morisawa, Uber die ZustandsZnderung

 des auf Glas niedergelegten Silberspiegels bei der Erhitzung,

 Zeit・t'i`r anorg. u・aligem. Chem., Bd 168, Heft 1.49--55,1927・)

著 者 等 は73,35;SiO2,1,36;A1,・03+Fe203,12,83;OCa,12,88%Na20な る組 成 を

有 し厚 さ3mm,大 さ2x2cmの 硝 子板 を用 ひ、 之 れ に は ア ンモ ニ ア性 硝 酸 銀 、 ロ ツ セ

ル 盛 を 用 ふ る方 法 に て鍍 銀 しナニる もの を炭酸 瓦 斯 、及 び室 氣 中 にて 加熱 しナこる揚 合 に

起 る獣 態 憂 化 に就 て研 究 せ り。

 歌 態痩 化 を知 る爲 には 光度 計 を利 用 し光 の 通路 に硝 子 を 置 き ナこる時 の 光度 計 の 讃 み

をr2加 熱 せ る銀鏡 を 置 きた る時 の讃 みをr2「,硲 子の面 積 をS,粒 駄 に憂 化 せ る銀 の

緬 積を ・蕊 すればR一 讐 些 蓄 な・關係を用ひ礫 化咽 りて生じナ・

る 間隙 の 量 を 測 れ り。

 間 隙 の 量 は加 熱 の 温 度 、時 間 、及 び雰 園氣 に因 り著 し く攣 化 し。 温 度 の高 き程 、時

間 の 大 な る程Rの 値 大 εな る。叉 炭 酸 瓦 斯 中 に於 け る憂 化 は室 氣 中 よ り も著 し く小 に

して5150に て30分 加 熱 せ る時 各 は次 の如 き結 果 を與 へ ずこり。

      厚 さ(cm× 玉{}-6) 53 82 135

      pm  炭 酸 三瓦斯 中    35    48    204       2

       メ

      函     空   氣   中       542        432        275                          i

 爾著者等は加熱せ る銀鏡を反射顯微鏡に依 り観察せるに攣化せる銀鏡は外観全 く無

定形の滴獣を呈する粒子にしてこれが硝子に附着せる甚薄き銀膜の上に散在せるを認

めナニり。

著者等は この攣化の原因をTammannに 從ひ銀の微結晶群が表面張力の影響を受
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け蓮動する事によりて説明 し更にこの揚合薄膜の一面が硝子に附著する故に附著力が

愛化を妨 ぐる事及び酸素中にては硝子中に銀の礪散する事を考慮せざる可 らざる事を

述べたり。

      硝子糸の加熱 に因 る政縮 に就て

        澤 井 郁 太 郎 上 田 義 博

  (lkutaro Sawai u. Yoshihiro Ueda,むber die Schrumpfung der

 Glasfadens beim Erhtzen, Zeit f8r allorg.u, allgem. Chern . Bd.180,

 }ieft 3,287-3⑪3.1929)

 著 者 等 は前 報 に硲 子糸 中 に存 在 せ る歪 に 因 る硝 子 糸 の牧 縮 に就 き述 べ ナこる が 次 で更

に高 温 度 に起 る表 面 張 力 に 因 る牧 縮 に就 き2-3の 實 験 を行 へ り試 料 は75,00;SiO2,

2,83;A1203+Fe203,6,43;OCa,15,40%;Na20な る組 成 の硝 子 よ り作 れ る 直 径

0,316-O,031mm,長 さ50・mm,の 糸 の 爾端 に2箇 の 小 球 を 作 れ る もの を 用 ひ 。之 れ に

重 さ 0,5-50mgの 重 鏡 を か け電 氣 燃 中 に釣 し毎 分 一定 の 割 合 に温 度 を上 け 、或 は 一

定 温 度 に保 ちて 糸 の 下端 の蓮 動 を観 測 せ り。

 硝 子 糸 を加 熱 し或 温 度 に 至 らば牧 縮 す 。而 して 牧 縮 の 始 め の温 度(牧 縮 黙=Schrum-

pfungspunl{t)は 一般 に530-620eの 間 に あ る も荷 重 の 重 き程 、糸 の 直 径 の 大 な る

程 、 加熱 速 度 の 大 な る程 高 温 度 に 向つ て 移 動 す 。而 して糸 の 直径 の 憂 化 は長 さの愛 化

に比 して 大 な る影 響 を興 ふ る事 を認 めナこり。

 一 定 温 度 に於 け る蓮 動 は 、loを 始 めの 糸 の長 さ、1をt分 後 の長 さ、kl k2を 恒 撒

・すれば搬 の機 大な・間は÷ 沁・ 砦一礎 脚 小な・揚合は か ・→L

k2な る關 係 を満 足 す 。 而 して この蓮 動 は糸 の重 さMo,荷 重m,糸 の李 均 の 直径ym,

硝 子 の表 面 張 力 α,及び 其coeMcient of viseous traction Xに 關係 し

        2,・・3・1・・十 一 誌 、[翫・… ・m・警 ・1

なる式に依 りて ・,λ(從つて硝子の粘度 艮)を 計算する事を得る。著者著の用ひナこ
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